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1.研究の背景と視点 

 1869（明治 2）年 11 月政府より東京-京都間に幹

線を敷設することが決定した 1)．そして 1887（明治

20）年 5月に私設鉄道条例が公布されたことにより，

各地で私設鉄道計画が盛んに行われるようになった．

尾張地方において私設鉄道が敷設された都市は，名

古屋の他に地方の小都市であった一宮に集中してい

る（図-12)）．1927（昭和 2）年時点では，一宮で敷

設された私設鉄道は計 5 本であり，他都市と比べて

多いという点で特異である． 
一方，私設鉄道条例の施行期間，即ち 1887 年 5

月から 1900（明治 33）年 3 月までに尾張地方で私

設鉄道計画に着目すると，203)もの私設鉄道計画が

出されている．ただし敷設までに至った私設鉄道計

画は関西鉄道及び尾西鉄道の 2 計画のみであり，当

時鉄道計画の実施が困難であったことがうかがえる． 
この内，一宮に鉄道を敷設した尾西鉄道はその後

1914（大正 3）年 8 月に新一宮-木曽川間を，1924
（大正 13）年 2 月には新一宮-国府宮間を開通させ

ている 4)．当時鉄道は，外部との旅客貨物の運輸を

活性化させる役割を持ち，尾西鉄道は一宮の都市形

成に多大な影響を及ぼしたものと考えられる． 尾西

鉄道に着目し，一宮に鉄道を開通させた尾西鉄道の

発起人の意図を明らかにし，一宮の近代における都

市形成の一要因を捉えることが本研究の視点である． 
 
2.尾西鉄道敷設後の一宮 

尾西鉄道（以下尾鉄と略す）が敷設された時期に

あたる明治 30 年代以降の一宮では，産業の大きな

発展が見られた． 

まず，一宮にて創業した繊維関連（製糸・織物・

紡績・染色）工場の創業累計数（図-25)）は，尾鉄が

一宮まで延伸した 1900 年近辺で大きく増加してい

ることを示している．一宮の農業については，例え

ば尾張物産鶏卵問屋同業組合が鶏卵を尾鉄の貨車に

よって運ぶ様子が確認された 6)．この尾張物産鶏卵

問屋同業組合は名古屋市，春日井，西春日井，丹羽，

中島の一市四郡という広範囲の同業者の組合であり，

鶏卵を輸送する際に一宮が拠点であったことがうか

がえる．公共事業においても変化が見られた．1904
（明治 37）年 3 月には一宮郵便局により電話交換事

務が始まり 7)，1909（明治 42）年には一宮瓦斯株式

会社が創立した 8)． 

 
このように尾鉄敷設後各面で一宮が発展しており，

尾鉄は一宮の都市形成において様々な事象に寄与し

た可能性がある． 
 
3.一宮における尾西鉄道の役割 

尾鉄新一宮駅と官設東海道線一宮駅の乗降客数及

び取扱貨物量を比較すると（表-19)），尾鉄の輸送量

はどちらの量も全体的に東海道線より劣っている．

しかし両駅を比較するために乗客一人当たりの貨物

図-1 尾張地方における昭和 2 年時の鉄道網 

図-2 一宮における工場の創業累計数 

表-1 一宮駅・新一宮駅の乗降客数および取扱貨物量 
図-2 一宮における工場の操業累計数 



取扱量を算出すると，尾鉄の貨物取扱量の割合は東

海道線よりも著しく大きいことが分かる．特に，

1890（明治 23）年の尾鉄新一宮駅における貨物取

扱量は東海道線一宮駅よりも多く，尾鉄は貨物輸送

を主力にしたと見受けられる．また，尾鉄と接続す

る関西鉄道は港湾を備える四日市を経由して名古屋

に繋がっている． 

以上から，尾鉄は一宮から四日市に至る交通の便

を向上させ，四日市港との貨物運輸を目論んでいた

のではないだろうか． 

 

4.尾西鉄道株式会社設立時の目論見 

 尾鉄は初めに，官設東海道線一宮駅近辺から津島

を通り関西鉄道弥富駅まで鉄道を敷設した． 
しかし，敷設された都市を時系列順にたどると，

まず 1898（明治 31）年 4 月に弥富-津島間を開通さ

せた 10)．その後，1900 年 1 月に新一宮-弥富間を全

通させており 11) ，一宮から先に鉄道を敷設してい

ない．また，尾鉄は本社を津島においており 12)，発

起人と創業時の役員構成は一宮出身の人物は少なく，

津島出身の者が最も多い（表-213)）．ここで表-2 の備

考欄に着目すると，津島紡績の役員を兼ねている人

物が多いことが分かる． 
 津島紡績についてその社長を務めた青樹英二が，

原料糸を他地域に依存していた津島の産業を打破し

ようとした．そして津島で原料綿糸を自給すべく，

紡績会社設立を決意したとされる 14)．また，青樹英

二は津島紡績や尾鉄以外の事業にも着手しており，

津島周辺の新興意識が高かったとされている 15)．津

島活性化を目論むべく，青樹英二が津島の有力者を

集い尾鉄が組織されたのではないだろうか． 
一方、1898 年の尾鉄の目論見書には，次のように

書かれている 16)． 
当會社ハ愛知縣中島郡一ノ宮町ニ起リ同郡萩原

村ニ出テ海東郡津島町ヲ経テ海西郡彌富村ニ於

テ関西鉄道線ニ接續シ旅客貨物運輸ノ業ヲ営ム

モノトス 

（傍線は筆者により挿入） 

ここで注目すべきなのは，尾鉄は東海道線一宮駅へ

接続することを述べておらず，関西鉄道に接続する

と記述されている点である．また，1895（明治 28）
年 11 月に関西鉄道の草津-名古屋間が開通する以前

に，津島は関西鉄道を誘致しようとしていた 17)． 

以上のことから，開業当初の尾鉄の主たる目的は

一宮への動線確保にあったのではなく，津島-弥富間

を結び関西鉄道の支線として建設し，津島の活性化 
を狙いとしたのではないかと推察することができる．  

 

5.まとめ 
一宮に鉄道を敷設した尾鉄は，その外部である津

島の有力者の意向が強く，一宮の活性化を重点にし

なかったと思われる．しかし，尾鉄敷設により一宮

のインフラ整備を進ませ，さらに工業都市化への契

機となった．では，なぜ尾鉄が津島にとどまらず一

宮まで延伸したのだろうか．津島における利害に着

目し，さらにその後一宮に発達する産業形態に着目

することで、その理由は明らかにされるであろう．  
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